
 

 

 

2022 年 12 月 12 日 

 

岩谷産業株式会社 

豊田通商株式会社 

日揮ホールディングス株式会社 

 

 

愛知県名古屋港近郊における廃プラスチックガス化設備を活用した 

水素製造事業の協業検討に関する基本合意書を締結 

 

岩谷産業株式会社（代表取締役 社長執行役員：間島 寬、以下「岩谷産業」）、豊田通商株式会社（代表取

締役社長：貸谷 伊知郎、以下「豊田通商」）、日揮ホールディングス株式会社（代表取締役会長 CEO：佐藤 

雅之、以下「日揮 HD」）の 3 社は、廃プラスチックガス化設備を活用した低炭素水素製造に関して、愛知県

名古屋港近郊での協業を検討する基本合意書を締結しました。 

 

本事業につきましては、昨年 12 月に国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 （以下「NEDO」）

の委託事業「水素社会構築技術開発事業／地域水素利活用技術開発／水素製造・利活用ポテンシャル調査」に

採択され、調査を進めておりました。その調査により、中部圏においては、廃プラスチックの回収・水素製造・

利活用のポテンシャルが高いことが明らかになったため、3 社で低炭素水素製造に向けた協業検討を行うこと

となりました。今回の基本合意書の締結により、早期に基本設計業務を開始し、2020 年代中頃での水素製造

開始を目標として取り組んでまいります。 

 

廃プラスチックの活用により、脱炭素社会の実現に向け水素を安定的かつ安価に供給することができ、CO2

排出量の削減が急務となっている発電所や各種モビリティ、港湾設備などにおける水素の利用促進、工場の脱

炭素化が可能となります。3 社は本協業を通じて、水素エネルギー社会の実現に向けて水素のさまざまな分野

の活用を推進し、脱炭素社会の実現や資源循環の促進に貢献してまいります。 

 

 

■水素製造開始：2020 年代中頃（目標） 

 

■水素製造能力：1.1 万 t/年(廃プラ回収量：8 万 t/年)  

 

■製造する水素の低炭素性：天然ガスからの水素製造と比較し、温室効果ガス排出量を 85%削減(※)。 

 

※2022 年 2 月、NEDO 委託事業として日揮ホールディングス㈱および、米国岩谷会社にて実施した「カリ

フォルニア州における地産地消型水素製造・利活用ポテンシャルに関する調査」による結果。 



 

 

 

【過去のプレスリリース】 

「都市部における廃プラスチックガス化リサイクルによる地域低炭素水素モデル構築に向けた調査」が NEDO

委託事業で採択（jgc.com） 

以 上 

 

【報道関係者お問い合わせ先】 

岩谷産業：広報部 生島（06-7637-3468） 

豊田通商：広報部 東京広報グループ 合川（03-4306-8200） 

日揮 HD：グループ経営企画・推進部 コーポレートコミュニケーショングループ 山上・伊達・沖井 

（045-682-8026） 

https://www.jgc.com/jp/news/assets/pdf/20211213j.pdf
https://www.jgc.com/jp/news/assets/pdf/20211213j.pdf



